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               論   文   の   要   旨 
 乳牛は、出産前後の移行期に分娩に伴う急激な体内代謝の変化に適応する必要があるが、多く
の乳牛ではこの時期に負のエネルギーバランス（negative energy balance (NEB)）となる。こ
のNEBに対応するためにデンプンを多く含む高エネルギー飼料が給与されるが、高エネルギー飼
料は乳牛のルーメンで速やかに発酵されるため、しばしば亜急性ルーメンアシドーシス





























グループでSelenomonas ruminantiumと、ルーメン内C3はHYグループでMegasphaera elsdenii, 
Ruminococcus albus、Butyrivibrio hungateiと正の相関を示した。ルーメン内C3は、HYグルー
プでP. bryantiiとSuccinivibrioceae sp.と、LYグループでS. ruminantiumと関係が認められた。
これらの結果からHYグループではC3は主にコハク酸経路を介して産生されることが推察された。




               審   査   の   要   旨 
 
 乳牛の生産現場では、高エネルギー飼料を用いることで乳量を確保しようとする傾向が強いが、
同時に乳牛のルーメン発酵や体内代謝の不調を招来する場合がある。特に分娩後は、乳牛の生産
性を維持するための重要な期間であるがNEBになりやすく、SARAなどにより大きな生産性の低下
を起こすことがあり、周産期の飼養管理は全国的に重要な課題と認識されている。著者はこの問
題をルーメン発酵の側面から解明することに取り組み、試験牛を乳量でLYグループとHYグループ
とに分け、それぞれのルーメン発酵パラメーターの特性を解析し、さらに体内代謝や乳成分との
関連性を調べた。加えて、ルーメン発酵パラメーターとルーメン細菌叢をメタゲノム解析で詳細
に検討することで、産乳に関わるルーメン細菌の特定を試みている。本論文では、ルーメン発酵、
体内代謝、産乳に着目し、これまで不明であった乳量とルーメン発酵との関連性の一端を明らか
にしたことは高く評価でき、これらの成果は反芻家畜の生産性を向上させる技術開発に多大な貢
献が期待される。 
 平成２９年１月１２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
